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緒 言
歯科臨床では，歯科用器材に対する消毒剤を用いた消
毒や化学的滅菌が広く行われている．近年，粘膜や皮膚
への刺激が強く，アレルギー性や変異原性を有するグル
タールアルデヒド製剤に代わる消毒剤として，過酢酸製
剤が注目されている．この消毒剤は，芽胞を始め広範囲
の微生物に有効であり，短時間で高水準消毒や化学的滅
菌が可能なばかりでなく，現在までアレルギーや感作に
関する報告がなく，安全性にも優れている．歯科用器材
は繰り返し消毒・滅菌されるため，消毒剤には器材の材
質を変質させない性質が要求される．しかし，現在まで
様々な歯科用金属製器材に対する過酢酸製剤の腐食性を
系統的に調べた研究はない．
そこで本研究では，まず，歯科用金属製器材に使用さ
れている様々な合金の過酢酸製剤溶液中における腐食挙
動を調べ，その腐食性を定量的に評価するとともに，他
の消毒剤やイオン交換水の腐食性と比較した．次に，過
酢酸製剤が特に高い腐食性を示した合金に対して，腐食
抑制剤の添加による腐食性の低減化を試みた．
材料および方法
１．腐食試験に供した金属試料
歯科用金属製器材に多く使用されている炭素鋼（SK
５M），ステンレス鋼２種（オーステナイト系SUS３０４，
フェライト系SUS４３０），真鍮，アルミニウム合金（６０３６
系合金），タングステンカーバイドの耐食性を調べた．
試料は，１４×１４×１mm３の大きさの板状に加工し，表面
を３μmのアルミナ懸濁液を用いてバフ研磨して鏡面に
仕上げた．タングステンカーバイドは，板状の試料が入
手できず，また，硬くて切断などの加工が困難なことか
ら，タングステンカーバイドバーそのものを用いた．
２．浸漬用消毒剤溶液
腐食試験用の過酢酸溶液として，０．３％過酢酸溶液
（アセサイド６％消毒液：実用液０．３w/v％，サラヤ）を
用いた．また，合金の表面に不溶性のリン酸塩皮膜を形
成して防食する目的で，Na２HPO４を１～３mass％となる
ように添加した過酢酸溶液も用いた．コントロールとし
て，２％グルタールアルデヒド溶液（デントハイド：
実用液２w/v％，日本歯科薬品），強酸性電解水（生成装
置：JED－０２０，葵エンジニアリング）およびイオン交
換水を用いた．
３．消毒剤溶液の腐食性評価
消毒剤溶液の腐食性は，（１）電気化学的腐食試験，
（２）溶出した金属イオンの定量および（３）浸漬前後
の試料表面の分光測色測定とX線光電子分光分析を行う
ことによって評価した．各合金試料の不動態特性は，超
高純度Arガスで脱気した溶液中で分極曲線を測定する
ことによって調べた．溶出した金属イオンの濃度は，各
合金試料を消毒剤溶液に２４時間および７日間浸漬し，
ICP発光分光分析装置（Optima５３００DV，パーキンエルマ
ー）で定量した．合金表面の色調変化は，分光測色計
（CM－２００２，ミノルタ）を用いて，波長４００～７００nmで
の正反射光を含む反射率を測定することによって評価し
た．また，腐食した合金の表面構造は，X線光電子分光
分析装置（ESCA－８５０，島津製作所）を用いて調べた．
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結果および考察
１．過酢酸溶液の合金に対する腐食性評価
分極曲線の測定結果から，炭素鋼とステンレス鋼では
不動態域が認められたが，真鍮とアルミニウム合金では
不動態域が認められず，激しく腐食することが分っ
た．２４時間の浸漬中に溶出した総金属イオン量は，炭素
鋼で５．４μg/cm２，２種類のステンレス鋼で１．２～１．５μg/
cm２と微量であったのに対して，真鍮で８３６．０μg/cm２，ア
ルミニウム合金で６２．２μg/cm２およびタングステンカーバ
イドで４５１．２μg/cm２と多かった．浸漬２４時間以降は，ス
テンレス鋼とアルミニウム合金では溶出速度が減少した
が，真鍮では溶出速度の減少は認められなかった．過酢
酸溶液に２４時間浸漬後の合金表面を調べたところ，炭素
鋼とステンレス鋼では肉眼的に腐食の痕跡が認められ
ず，色差の値も約１程度と小さい値を示した．一方，真
鍮では，合金の表面と溶液中に多量の腐食生成物が見ら
れた．アルミニウム合金においては，イオンの溶出量は
多かったが，肉眼的に腐食生成物の生成は認められなか
った．タングステンカーバイドバーは，２４時間の浸漬で
黒っぽく変色した．
過酢酸溶液の腐食性をイオン交換水や他の消毒剤と比
較した結果，炭素鋼に対しては，グルタールアルデヒド
溶液＜過酢酸溶液＜イオン交換水＜強酸性電解水の順で
腐食性が高かった．ステンレス鋼に対する腐食性は，グ
ルタールアルデヒド溶液＜イオン交換水＜過酢酸溶液＜
強酸性電解水の順であったが，過酢酸溶液とイオン交換
水の腐食性には大きな差はなかった．真鍮に対する腐食
性は，グルタールアルデヒド溶液＜イオン交換水＜強酸
性電解水＜過酢酸溶液あり，過酢酸溶液の腐食性が最も
高かった．アルミニウム合金に対する腐食性は，グルタ
ールアルデヒド溶液＜イオン交換水＜過酢酸溶液＜強酸
性電解水の順で高かった．
２．腐食抑制剤の添加による過酢酸溶液の腐食性の低減
化
過酢酸溶液にNa２HPO４を１～３mass％添加し，真鍮お
よびアルミニウム合金の表面に不溶性のリン酸塩皮膜を
形成して腐食を抑制することを試みた．その結果，真鍮
から溶出するCuとZnイオンの総量は，Na２HPO４の添加量
とともに減少し，３％の添加で約１／１００に低下するこ
とが明らかとなった．アノード分極曲線においても，電
流密度の値が濃度依存的に減少しており，Na２HPO４の腐
食抑制効果を確認することができた．しかし，アルミニ
ウム合金に対しては，腐食抑制作用は認められなかっ
た．腐食が抑制された真鍮の表面をESCAで分析したと
ころ，不溶性リン酸塩皮膜の形成は確認されず，Cu
（OH）２から成る皮膜が存在していることが分った．過酢
酸溶液のpHはNa２HPO４を３％添加することによって５．２
まで上昇していたことから，Cu（OH）２皮膜が形成されて
腐食が抑制されたものと推測される．一方，過酢酸溶液
の殺菌力保持時間は７日であったが，３％のNa２HPO４を
添加した溶液では，２日と短くなることが明らかとなっ
た．
結 論
過酢酸溶液の合金に対する腐食性を調べたところ，鉄
系の合金（炭素鋼，ステンレス鋼）に対しては腐食性が
低く，これらの材質の器材の消毒に用いても大きな問題
は生じないものと考えられる．一方，真鍮やアルミニウ
ム合金に対しては，過酢酸溶液の腐食性は極めて高く，
これらの材質の器材の消毒には適用できないことが分っ
た．
Na２HPO４を３％添加することによって，真鍮の腐食速
度を約１／１００に減少させることができたが，アルミニ
ウム合金やタングステンカーバイドには効果がないこと
が明らかとなった．
以上の結果から，過酢酸製剤は炭素鋼やステンレス鋼
製の器材の消毒に適していることが明らかとなった．ま
た，Na２HPO４を３％添加することによって，消毒剤溶液
の保存期間は短くなるものの，真鍮製の器材の消毒にも
有効に使用できることが分った．今後，過酢酸製剤を多
くの歯科用金属製器材の消毒に有効に用いるためには，
アルミニウム合金やタングステンカーバイドに対しても
高い防食効果を示す腐食抑制剤を見出す必要がある．
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